


南伊勢町について

総面積 241.89平方㎞ 総人口 1万0,970人

町域の約８５％が山林であり自然豊かな町である。
南側は熊野灘に面しており、海岸線を中心に約６割が
伊勢志摩国立公園に指定されています。

インフラメンテナンス国民会議

主な産業に漁業・農業・観光があり

漁業では県下一の水揚げ量を誇り

農業ではみかん等の柑橘類の栽培を行

観光では恋人の聖地ハートの入り江が



南伊勢町のインフラについて

町道
・1,240路線 L=350㎞

町河川
・158河川 L=131㎞

・トンネル(町道) 1本

・橋梁(町道) 308橋

インフラメンテナンス国民会議



南伊勢町のインフラメンテナンスについて

インフラメンテナンス国民会議

●Ⅲ判定橋梁の早期修繕
★令和2年度までに全28橋を修繕完了

★Ⅱ判定橋梁の修繕へ

●「予防保全型」への移行

★修繕計画の適宜見直し。Ⅲ判定の早期着手

★Ⅱ判定橋梁の修繕も積極的に



南伊勢町の橋梁修繕について

●令和3年度～4年度 9橋の修繕を実施

インフラメンテナンス国民会議

●令和5年度 8橋の修繕を実施中

Ⅲ判定 3橋 Ⅱ判定6橋

Ⅲ判定 2橋 Ⅱ判定6橋

令和2年度 測量・調査・設計
令和3年度～5年度 修繕工事

●令和2年度～5年度 トンネル1本の修繕を実施



南伊勢町の取組事例
インフラメンテナンス国民会議

〇南伊勢町が管理するトンネルは1箇所あり、平成30年度に点検を実施(Ⅱ判定)
〇当該箇所は小中学校の通学路指定されている。
〇建設後70年が経過。老朽化により、材質劣化が著しい。
〇損傷が進行することにより、利用者への被害につながる可能性が大きい。

〇事業費の確保
→道路事業計画を見直し、トンネル修繕工事の必要予算を確保。

〇工法の検討
→現況構造、施工条件が複雑。専門業者等の意見も徴収し工法を検討。

〇迂回路の検討
→地区住民のご理解、ご協力を頂き、迂回路での安全面を確保。



南伊勢町の取組事例
インフラメンテナンス国民会議
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ライナープレート補強

裏込注入
発泡ウレタン40倍

・既設覆工(吹付モルタル)の剥落防止対策として、
ライナープレート(鋼材補強工)を実施。

・内巻補強工材への影響、施工性より裏込注入材は、
発泡ウレタンを採用。



今後の南伊勢町のインフラメンテナンス

インフラメンテナンス国民会議



南伊勢町


